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日本の気温は年々上昇傾向にある 



職場における熱中症 死傷者数の推移 



職場における熱中症 死傷者数の推移 



発汗による塩分(ナトリウム)損失で・・・ 



 水分補給時の自発的脱水に注意！ 



糖質と塩分を含んだ水分補給が効果的 



イオン飲料で吸収率を比較すると・・・ 



イオン飲料で体内の水分を長くキープ 



適切な水分補給として推奨される 



職場における熱中症対策（厚労省通達） 



WBGT(暑さ指数）＝熱中症予防 指標 



熱への順化(暑熱順化）とは・・・ 



職場の熱中症予防チェックリスト 



自動販売機でも気象データが活用 

災害時 
備蓄倉庫 震災時は、 

飲料・食料を 
「人命の救助」のために

無償で提供 
（手動で排出可能） 

気象予報から 
清涼飲料水 
Hot/Coolの 
商品切替時期
を分析する 

Hot/Cool需要の境界気温 
は、２２～２３℃である。 
（製品により多少のバラつきあり） 
 

WBGTの利用等 
これからニーズは
益々高まる 



産業界からの気象サービスへの期待 

ビジネス CSR 

需給予測（ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ） 
＜マーチャンダイジング＞ 

ウェザー・デリバティブ 
＜減収分の補償する＞ 

食品ロス削減 

配送の効率化による 
環境負荷への軽減 

消費者満足度向上 
＜品切れ防止効果＞ 

予報精度
向上 


